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(No.496) 第4話  COPDの危険性 

－COPDが進行すると肺が伸び縮みしない... 

 長年タバコを吸い続けた喫煙者の肺は、その有害な煙のために慢性まん

せい閉塞性へいそくせい肺はい疾患しっかん（ＣＯＰＤ）という病気にか

かりやすくなります。この病気の初期は、せきやたんが増えて運動したと

きに息切れするなどの症状ですが、進行すると呼吸困難や日常生活が困難

な状態にまでなります。  

 正常で健康な肺は、右の写真のように呼吸をするたびに縮んだり膨らん

だりするので、息を吐いたり吸う事ができます。ところが、ＣＯＰＤが進

行した肺では、下の写真のように、息を吐こうとしても吸おうとしても肺

の大きさが変わらなくなってしまい、十分な酸素を取り込めなくなるので

す。  

 (No.497) 第5話 手術前の禁煙 

－手術に際してタバコの影響が大きい...  

 喫煙は、さまざまな病気の原因となることを繰り返し紹介してきました

ね。たとえば、慢性まんせい閉塞性へいそくせい肺はい疾患しっかん（Ｃ

ＯＰＤ）、狭心症、心筋梗塞、脳卒中、動脈硬化などについて覚えてくれ

ているでしょうか。どの病気もタバコを吸ったからといって、すぐに発症

するわけではありません。だからこそ、喫煙者はその危険性を自覚するの

が難しく、毎日毎日吸い続けてしまいます。すると、長年の喫煙で発病し

手術が必要な事態になる事も考えられます。  

(No.498) 第6話 味を感じるしくみ 

－タバコを吸い続けると味覚にも悪影響を与える... 

 タバコの煙には２００種類以上の有害物質と６０種類以上の発ガン物質

が含まれています。だから喫煙を続けると身体の様々なところがダメージ

を受ける事を繰り返し伝えてきましたね。そして、それは様々な病気の原

因となる事を知ってもらいましたが、病気にはならなくても日常生活の質

に影響するケースもある事を知っているでしょうか。  

(No.499) 第7話 嗅覚疲労 

－嗅覚は疲労をおこしやすい器官... 

 前回、タバコを吸うと生活の質を低下させる事を「味覚」を例に紹介し

ましたね。喫煙者は、タバコの有害な成分のせいで味覚が鈍感になってい

ても、自分ではそれに気付きようがないのですから気の毒に思えます。今

回は喫煙者が自分で気付かない事が他にもある事を紹介しましょう。それ

はタバコのニオイです。  

 上図にあるように、私たちは鼻の奥にある嗅毛でニオイをキャッチし、

その信号が脳に送られてニオイを感じるわけです。これが嗅覚なのです

が、嗅覚には同じニオイをしばらく嗅いでいると、そのニオイを感じなく

なくなってしまう性質がある事を知っているでしょうか。この現象は“嗅

覚疲労”と呼ばれ、嗅覚器は他の感覚器官に比べ著しく疲労しやすいそう

です。  
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